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行
事
予
定 

◎
涅
槃
会 

 

左
記
の
通
り
、
涅
槃
会
法
要
を
行
い
ま

す
。
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

日
に
合
わ
せ
、
お
釈
迦
様
の
死
を
悼
み
、

ご
供
養
し
ま
す
。 

 

こ
の
日
に
あ
わ
せ
、
年
に
一
度
、
当
山

所
蔵
の
市
文
化
財
で
あ
る
江
戸
期
の
涅

槃
絵
図
を
二
月
の
初
め
か
ら
お
掛
け
し

ま
す
。
ま
た
、
涅
槃
団
子
を
お
供
え
し
、

法
要
後
に
お
参
り
の
皆
さ
ま
に
お
持
ち

頂
き
ま
す
。 

 

役
員
一
同
と
お
勤
め
い
た
し
ま
す
が
、

お
時
間
あ
り
ま
す
方
は
、
お
気
軽
に
お
参

り
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
お
参
り
頂
か
な
か
っ
た
各
家
に

は
、
役
員
さ
ん
が
お
団
子
を
お
配
り
く
だ

さ
い
ま
す
（
町
外
檀
家
に
は
発
送
し
ま

す
）。 

 
 
 
 
 
 

記 

平
成
二
八
年
二
月
一
五
日
（
月
） 

 

八
時
半
〜 

 

※
ま
た
、
前
日
の
一
四
日
（
日
）
は
涅
槃

団
子
作
り
を
九
時
か
ら
行
い
ま
す
。
町
内

で
お
手
伝
い
の
お
願
い
は
し
て
お
り
ま

す
が
、
町
内
外
問
わ
ず
、
お
時
間
あ
り
ま

す
方
は
、
お
手
伝
い
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。 

◎
大
般
若
会 

 

左
記
の
通
り
、
大
般
若
会
を
行
い
ま
す
。 

近
隣
ご
寺
院
さ
ま
方
に
お
手
伝
い
頂
き
、

大
般
若
経
六
百
巻
を
、
転
読
と
い
う
方
法

で
お
読
み
し
、
そ
の
功
徳
を
も
っ
て
、
皆

さ
ま
の
幸
せ
を
お
祈
り
す
る
法
要
で
す
。 

 

な
お
、
法
要
後
の
公
演
は
、
沖
縄
西
表

島
出
身
の
琉
球
三
味
線
の
名
手
で
、
現
在

中
津
川
市
に
お
住
ま
い
の
宮
良
用
正
さ

ん
に
演
奏
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

記 

平
成
二
八
年
三
月
四
日
（
金
） 

 

一
〇
時
〜 

お
昼
ご
は
ん
有
り 

公
演
（
法
要
後
） 

 

琉
球
三
味
線
演
奏 

 
 

島
人
よ
う
せ
い
（
宮
良
用
正
氏
） 

◎
そ
の
他
の
行
持
予
定
（
六
月
ま
で
） 

観
音
大
祭 

 

三
月
一
八
日
（
金
）
午
後
一
時
〜 

花
祭
り
（
釈
尊
降
誕
会 

甘
茶
の
日
） 

 

四
月
八
日
（
金
） 

 

春
の
恵
那
三
十
三
観
音
参
り 

 

四
月
一
二
日
（
火
）
〜
一
八
日
（
月
） 

※
本
年
の
観
音
巡
拝
は
一
五
日
（
金
）

の
予
定
。 

 

弘
法
大
師
祥
当
会
（
弘
法
講
巡
拝
） 

 

四
月
二
七
日（
水
）【
旧
三
月
二
一
日
】 
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